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1) 最適施肥量：N；50 ~ 250 kg，P；750 ~ 1500 kg，（K；100 ~ 225 kg）．化学肥料を現地
有機資材で代替することによって，化学施肥量を減肥し，かつ生育の向上が望める施肥
体系を確立した． 
2)最適土壌水分張力：- 3.4 kPa．ただし，生育ステージ，気象環境により値が変動する可能
性があるが，最適土壌水分量の範囲は30から35%程度であるということを明らかにした． 
3)塩水潅水に対するJ.curcasのIC50値は54 mMであったが，Naの蓄積により低い塩水潅水濃度
でも生育阻害が引き起こされ，種子生産という観点から耐塩性評価を行うと過去の報告
よりはるかに弱い耐塩性であることを明らかにした．したがって出来るだけ潅水中のNa
濃度に注意が必要である． 
今後は5年以上の成木での継続的かつ長期的栽培管理に関わる一連の作業を栽培暦の作成
に加えていく必要があると考えられた． 
